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台
湾
出
兵
と
国
際
法

｜
｜
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
お
け
る
戦
時
国
際
法
の
研
究
を
中
心
と
し
て
｜
｜

後

新

藤

は
じ
め
に

一
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
お
け
る
国
際
法
研
究
の
準
備

付
公
法
課
の
設
置

。
公
法
課
に
出
仕
し
た
官
吏

日
国
際
法
に
か
ん
す
る
書
籍
の
購
入

四
左
院
御
雇
外
国
人
デ
ユ
プ
ス
ケ
に
よ
る
見
込
書
の
提
出

二
戦
時
体
制
の
整
備

H
「
ケ
ン
ト
氏
著
述
万
国
公
法
」
の
翻
訳

ω
パ
リ
宣
言
の
受
諾
を
め
ぐ
っ
て

日
戦
時
法
の
作
成

四
「
宣
戦
詔
勅
案
」
の
作
成

田
海
上
裁
判
所
の
設
置

三
台
湾
出
兵
の
終
了

お
わ
り
に

台湾出兵と国際法

は
じ
め
に

の
先 明
に治
西七
欧（

列一
回八

否主
捉巳

~ i たゼ

内な
わ

務ふ卿：
大；ζ
ノ恒 口

謀需
型実
宗は
ム白
星 清

重房

霊祭
蔀盟
督店

で西
あ

郷μ つ

塔た

古だ
よ

珂る
治

出
政

兵
府の
の

歯 岨

空議
妄廷
け花
此清
上国
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可
成
清
国
ニ
対
シ
テ
ハ
勿
論
外
国
交
際
上
不
都
合
ナ
キ
様
注
意
シ
生
蕃
処
分
着
手
宜
ヲ
得
寛
急
順
ヲ
追
ヒ
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
ノ
所
断

（

1
）
 

ニ
出
ル
外
考
慮
無
之
」
と
述
べ
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（

2
）
 

明
治
政
府
が
台
湾
出
兵
の
計
画
立
案
の
さ
い
「
専
ラ
リ
ゼ
ン
ド
ル
ニ
依
頼
シ
殊
ニ
外
国
ニ
関
係
ノ
事
ニ
至
リ
テ
ハ
同
氏
ニ
委
任
」

し
た
こ
と
や
、
大
久
保
が
い
わ
ゆ
る
北
京
談
判
に
お
い
て
司
法
省
御
雇
外
国
人
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
を
顧
問
と
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

（

3
）
 

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
台
湾
出
兵
を
め
ぐ
る
清
国
と
の
交
渉
が
難
航
し
、
開
戦
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
七
月
以
降
、
政
府
内
に
お
い

462 

て
戦
時
国
際
法
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
開
戦
準
備
期
に
お
け
る
国
際
法
研
究
に
つ
い

（

4
）
 

て
は
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
翻
訳
さ
れ
明
治
九
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
大
音
龍
太
郎
校
正
『
堅
土
氏
万
国
公
法
』
が
い
く
つ
か
の

（

5
）
 

研
究
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
同
書
を
紹
介
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

（

6
）
 

一
般
的
に
、
日
本
に
お
け
る
戦
時
国
際
法
へ
の
適
応
を
考
え
る
さ
い
、
日
清
戦
争
が
「
そ
の
最
初
の
試
金
石
」
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
台
湾
出
兵
に
お
い
て
も
「
明
治
日
本
の
指
導
者
層
は
、
そ
の
真
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く

（

7
）
 

功
利
的
な
観
点
か
ら
、
国
際
法
と
く
に
戦
時
国
際
法
の
順
守
に
努
め
た
」
様
子
は
確
認
さ
れ
、
明
治
政
府
で
は
実
際
に
戦
時
体
制
の

整
備
に
着
手
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
以
上
よ
り
、
日
清
開
戦
に
備
え
お
こ
な
わ
れ
た
国
際
法
に
基
づ
く
戦
時
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
筆
者

が
浅
学
疎
覧
な
た
め
拙
い
論
稿
で
は
あ
る
が
、
諸
賢
兄
方
か
ら
厳
し
い
御
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は

「
処
蕃
始
末
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
所
収
さ
れ
た
文
書
を
多
く
利
用
し
て
い
る
が
、
文
章
中
に
あ
る

（
拾
遺
之
口
）
と
の
表
記
は
、
同
史
料
の
冊
数
名
を
示
し
て
い
る
。

（
第
口
×
冊
）
も
し
く
は



台
湾
蕃
地
事
務
局
に
お
け
る
国
際
法
研
究
の
準
備

（ー）

公
法
課
の
設
置

台
湾
出
兵
は
明
治
七
年
五
月
、
事
務
都
督
西
郷
従
道
に
よ
る
強
行
出
兵
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
。
台
湾
蕃
地
に
お
け
る
戦
闘
は
短

期
間
の
う
ち
に
終
了
す
る
が
、
台
湾
出
兵
は
す
で
に
清
国
と
の
外
交
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
月
上
旬
に
聞
か
れ
た

評
議
で
は
、
交
渉
の
次
第
で
は
開
戦
も
辞
さ
な
い
と
す
る
強
硬
的
な
決
定
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
開
戦
に
備
え
た
軍
備
増
強
が

進
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
大
久
保
は
開
戦
の
回
避
を
目
指
し
、
全
権
弁
理
大
臣
と
し
て
北
京
に
赴
き
交
渉
を
継
続
さ
せ
る
。
い

わ
ゆ
る
北
京
談
判
の
開
始
で
あ
る
。

七
月
の
評
議
決
定
以
降
、
清
国
と
の
開
戦
危
機
が
高
ま
る
な
か
、
明
治
政
府
で
は
国
際
法
研
究
の
必
要
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
。

右
大
臣
岩
倉
具
視
は
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
へ
提
出
し
た
「
清
国
事
件
ニ
付
即
今
御
施
行
順
序
」
に
お
い
て
、
「
都
テ
戦
争
ニ
関
ス

（

8
）
 

ル
公
法
取
調
置
候
事
」
と
記
し
て
い
る
。
明
治
政
府
で
は
出
兵
計
画
立
案
の
さ
い
、
「
外
国
ニ
関
係
ノ
事
」
を
リ
H

ゼ
ン
ド
ル

（
円
高

g円
四
戸
。
・
当
・
）
に
委
任
し
た
こ
と
で
事
態
の
混
乱
を
招
い
た
か
ら
、
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
注
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

9
）
 

戦
時
国
際
法
の
研
究
を
主
に
担
当
し
た
の
は
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
あ
っ
た
。
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
は
公
法
課
が
設
置
さ
れ
る
。

な
お
、
公
法
課
の
設
置
さ
れ
た
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
が
研
究
を
本
格
的
に
開
始
し
た
九
月
上
旬
で
は
な
い

（叩）

か
と
思
わ
れ
る
。

台湾出兵と国際法

七
月
の
評
議
決
定
以
降
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
早
く
か
ら
戦
時
国
際
法
の
研
究
が
必
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
事
務
局

長
官
大
隈
重
信
は
八
月
八
日
、
文
部
省
へ
御
雇
外
国
人
法
学
教
授
グ
リ
ス
ベ

1

3島町
ω
5・4

司
・
開
・
）
の
所
在
を
問
い
合
わ
せ
て
お

り
、
東
京
滞
在
を
確
認
す
る
と
、
「
当
局
事
務
ニ
付
右
同
人
ヘ
拙
者
ヨ
リ
直
ニ
間
合
候
儀
モ
可
有
之
又
人
ヲ
以
質
問
為
致
候
儀
モ
可

有
之
ニ
付
其
節
ハ
厚
ク
尽
力
従
事
候
様
」
（
第
三
三
冊
）
依
頼
し
て
い
る
。
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ま
た
同
日
、
司
法
省
に
御
雇
外
国
人
ブ
ス
ケ
（
回
。

g告
。
？
の
・
国
・
）
の
所
在
を
確
か
め
て
お
り
（
第
三
三
冊
）
、
九
月
四
日
に
は
同

省
へ
「
即
今
之
形
勢
ニ
付
臨
時
海
外
出
師
可
相
成
モ
難
計
候
就
テ
ハ
予
メ
公
法
条
件
詳
明
ニ
取
調
置
不
申
候
半
テ
ハ
各
国
交
際
上
ニ

差
響
不
都
合
相
醸
候
程
掛
念
不
砂
候
」
（
第
四
二
冊
）
と
し
て
、
ブ
ス
ケ
及
び
ヒ
ル
（
国
戸
。
・
4

司
・
）
の
台
湾
蕃
地
事
務
局
へ
の
出
仕

464 

を
求
め
て
い
る
。

司
法
省
で
は
「
ヒ
ル
ハ
明
日
（
九
月
八
日
｜
筆
者
）
ヨ
リ
十
時
ヨ
リ
三
時
迄
出
頭
フ
ス
ケ
l
ハ
時
々
出
頭
候
様
両
人
江
相
達
申
候
」

（

U
）
 

（
第
四
二
冊
）
と
回
答
し
て
お
り
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
よ
る
戦
時
国
際
法
の
研
究
は
ヒ
ル
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

お
そ
ら
く
、
ヒ
ル
の
出
仕
に
伴
い
公
法
課
は
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

公
法
課
に
出
仕
し
た
官
吏

公
法
課
へ
出
仕
が
確
認
で
き
る
官
吏
は
四
名
で
あ
る
が
（
第
一

O
八
冊
）
、
九
月
よ
り
前
か
ら
台
湾
蕃
地
事
務
局
へ
出
仕
し
て
い
た

の
は
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
出
仕
し
た
大
蔵
省
八
等
出
仕
大
音
龍
太
郎
と
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
出
仕
し
た
正
院
九
等
出
仕
柿
崎
家

保
の
二
名
に
過
ぎ
な
い
（
拾
遺
之
三
・
第
三
八
冊
）
。
九
月
九
日
に
は
大
蔵
省
八
等
出
仕
金
田
清
風
が
台
湾
蕃
地
事
務
局
へ
出
仕
す
る

が
、
こ
れ
は
公
法
課
の
設
置
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
第
四
四
冊
）
。
さ
ら
に
十
月
二
十
五
日
か
ら
は
、
大
蔵
省
十
四
等
出
仕
伊

（ニ）
藤
長
有
が
出
仕
す
る
（
第
一

O
八
冊
）
。

こ
の
ほ
か
、
十
月
二
十
八
日
よ
り
海
軍
秘
書
高
畠
眉
山
お
よ
び
同
十
一
等
出
仕
丸
岡
莞
爾
の
二
名
が
ヒ
ル
へ
国
際
法
に
つ
い
て
質

問
の
た
め
十
日
ほ
ど
出
仕
し
て
い
る
（
第
六
六
冊
）
。
ま
た
同
月
三
十
一
日
、
司
法
省
明
法
寮
よ
り
中
法
官
荒
木
博
臣
お
よ
び
大
属

（ロ）

大
築
拙
蔵
が
御
用
掛
と
し
て
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
出
仕
す
る
が
（
第
七
O
冊
）
、
や
は
り
国
際
法
研
究
の
た
め
で
あ
っ
た
。

（三）

国
際
法
に
か
ん
す
る
書
籍
の
購
入



戦
時
国
際
法
の
研
究
を
お
こ
な
う
に
は
、
関
係
書
籍
を
揃
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
大
隈
は
公
法
課
の
設
置
以
前
よ
り
、
政

府
内
に
お
け
る
洋
書
の
所
蔵
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
陸
軍
省
へ
八
月
二
十
四
日
、
「
当
局
ニ
於
テ
要
用
之

（日）

義
有
之
洋
籍
書
日
数
取
調
候
ニ
付
御
省
御
蓄
蔵
之
分
乍
御
手
数
御
調
査
之
上
至
急
御
差
廻
有
之
候
様
存
度
此
段
及
御
依
頼
候
也
」
と

し
て
、
洋
書
の
所
蔵
状
況
を
尋
ね
て
い
る
。
お
そ
ら
く
他
省
に
も
、
同
様
の
依
頼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（

M
）
 

九
月
四
日
に
は
、
外
務
省
へ
「
今
般
蕃
地
処
分
ノ
儀
ニ
付
取
調
度
筋
有
之
候
」
（
第
四
二
冊
）
と
し
て
「
御
省
御
所
有
ノ
和
訳
万

国
公
法
（
『
和
解
万
国
公
法
』
か
｜
筆
者
）
全
部
当
分
当
局
ヘ
借
用
致
度
」
と
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
文
部
省
へ
も
、
七
日
に
「
ケ
ン

ト
（
同
g
F
V
E
g
－
筆
者
）
氏
著
述
万
国
公
法
三
部
大
至
急
入
用
候
」
、
翌
八
日
に
は
「
畢
酒
林
（

ω
5
8・
5
8
2吉
m
l筆
者
）

氏
万
国
公
法
〔
真
片
仮
名
本
標
題
ニ
官
版
ト
ア
リ
〕
」
を
「
即
刻
弐
部
回
付
」
す
る
よ
う
依
頼
し
、
「
右
ノ
外
ニ
万
国
公
法
和
解
ノ
書

又
ハ
類
似
ノ
書
モ
候
ハ
、
一
覧
イ
夕
、
ン
度
候
ニ
付
乍
御
手
数
官
版
又
ハ
誰
ヘ
准
許
ノ
次
第
委
詳
御
回
答
被
下
度
」
と
求
め
て
い
る

（
第
四
二
冊
）
。
台
湾
出
兵
の
計
画
立
案
の
さ
い
と
比
較
す
れ
ば
、
国
際
法
に
た
い
す
る
認
識
の
変
化
に
は
日
を
見
張
る
も
の
が
あ
ろ

、
円
／
O

た
だ
し
、
明
治
政
府
の
所
蔵
し
て
い
る
関
係
書
籍
が
全
て
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
集
ま
っ
た
と
し
て
も
、
戦
時
国
際
法
を
研
究
す
る

に
は
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ヒ
ル
は
九
月
十
七
日
、
「
献
言
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
（
第
四
九
冊
）
を
大
隈
に
提
出
す
る
が
、
そ
こ
で

台湾出兵と国際法

は
西
欧
列
国
と
不
平
等
条
約
を
結
ん
で
い
る
日
本
の
特
異
な
状
況
を
指
摘
し
、
開
戦
の
さ
い
に
は
「
欧
州
亜
国
ノ
間
ニ
在
ル
義
務
ト

全
ク
異
ナ
ル
義
務
之
ニ
加
ハ
リ
欧
亜
ノ
人
ノ
看
テ
以
テ
拠
証
ト
為
ス
戦
時
法
律
書
ニ
モ
全
ク
頼
ル
能
ハ
ス
又
欧
亜
ノ
法
律
学
ニ
長
シ

タ
ル
人
ノ
裁
定
論
述
シ
タ
ル
戦
争
ニ
関
係
ノ
法
律
大
意
ヲ
述
ヘ
タ
ル
者
ニ
モ
頼
ル
能
ハ
ス
」
と
し
て
、
一
般
的
な
戦
時
法
理
解
だ
け

で
は
「
他
日
起
ル
ヘ
キ
許
多
ノ
困
雑
ナ
ル
件
々
」
に
「
直
ニ
依
頼
ス
ヘ
キ
論
」
は
な
い
た
め
、
「
専
ラ
論
理
推
究
ノ
方
ニ
拠
ラ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
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ヒ
ル
に
よ
れ
ば
、
明
治
政
府
が
戦
時
国
際
法
の
研
究
を
お
こ
な
う
に
は
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
大
量
の
書
籍
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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表 1 「法律害々目J

著者名 書名 冊数 著者名 書名 冊数

レヲンレウヒ ＊万国商法規則 4マンデ・ポル ＊商船規則 1 

一 ロック

デツコー褒章一件処分書 1ルッセル ＊約定法論説 1 

印度管轄法〔千八百五十三 2テイロル 証書式 2 

年ヨリ千八百五十六年迄〕 ケンツ 米国法律註解 4 

ボンベー上裁判規則 常例及ヒ憲法ノ実況及功用 6 

＊印度及ヒ東印度会社規則 lマルシヤル ＊航海保険法 1 

マドラス規則及ヒ事務〔千 lアlレノ yレド ＊航海保険及討銀法 2 

八百O二年ヨリ千八百四十 ステヘン 代言法 1 

七年迄〕 ヒlレラlレ 家財分散 1 

スッゼン 万国条約法 2 銀行条例及ヒ功用 2 

グレスレー 公平裁判証書式 lストーリー 公平裁判法学 2 

ニノーロルス 内国法律書 1エポット フホルムス 2 

ウワフテルス ＊国民法律書 1 加利福尼プラクチーシエク 1 

スミッツ 訴訟案内 2 ト

リンドレー 結社法論説 2バウウイール ＊法律字書 2 

トュードルス 公平裁判訴訟案内 2ス

諸法律元循ノ小説 1ハンサントウ 公平裁判法 2 

スッゼン 財産法 1ヲールヅ

フリッチヤル ＊海軍局法律集 2 スタルキーヲンスランドル 1 

ド ノfyレソン 約定書 3 

グロチユース 戦時及ヒ平和ノ権限 1パルソン ＊諸般及ヒ海軍法 2 

ホワイテヴヲ 公平裁判先例 6ノ＼］レソン ＊航海規則 2 

ルツ ノtyレソン 証券及ヒ勘定書法 2 

サンダル ジョスチニアン教育書 1ノ＼］レソン ＊商業規則 1 

ウィルトマン ＊万国公法 2グリーリーフ 証書法 3 
＊商船規則論説 1ハルトン 米国刑法 3 

スミッツ ＊商業規則 lベン子ツト ストーリーヲンユゼンシー 1 

ウードフホー 領主及ヒ管轄ノ法 1 ＊損害処分法 1 

lレ ＊結社ノ小説 1 

エッヂソン 約定規則 1 ドレーキヲンアツタッチメ 1 

チッチー・テ ＊捨夫規則 1 ント

ムプル ビショップ ＊フホルストブックヲフゼ 1 

犯罪及ヒ失錯 3 ロー

エポット 本商船及ヒ水夫規則 1 チッチースブレッキストン 2 

エッジソン 犯罪人及ヒ其救助法 1コンクリング ＊合衆国海軍局法 1 

ウィルソアム ＊動産法 1ユスチース 代言及ヒ規則 3 

ス 合衆国上裁判決議書 1 

ストリー ＊貨物譲渡法 1 バルボールヲンパルチース 1 

プリドュー 譲渡状書式先例 2 カルトウェルヲンアルピト 1 

ノりレトン ＊法律字典 1 レーシュン

466 



台湾出兵と国際法

著者名 書名 冊数 著者名 書名 冊数

アルチボルツ 内国代言法 1ブレッキスト 改撰省略法律書

ヒルドマルド ＊航海保険法 1ン

チールンス、レメインドル、 1 シツプメンス、ノタリーマ 1 
エント、デパィシス ヌアル、エント、コンウェ

ギルベルト、ヲン、ユース 1 ヤンセルスエッシスタント

スツゼン 売主買主ノ法 1スミッツ 主僕法 1 
ルッセルヲンアルピトレー 1 損害法論弁 1 
シユン スミッツ 領主及管轄ノ法 1 

ピンハム・マ リユーツコープナンツエン 1アルチボルツ 罪人代言 1 
ルウイン トマンヂーシュンス ステヘン 代言法 1 
Jミ＇／、フ ＊海軍局法 lフワレレン 代言先例 1 

公平裁判調訟法 ノtコン、ヲンリーセス 1 
ナポレヲン章程 1 チッチース、アルチボルツ 2 

クーペル 不動産規則 1 プラクチーシ、ヲフ、ゼ、

チツチースフホルム 2 コールト、ヲフ、クインス、

ハルリソンスポインツ。ワ 1 ベンチ

ットキンスプリンシプルス スミッツ プラクチーシ、ヲフ、ゼコ 1 
ステヘンスプレセデンツ ールト、ヲフカンセリー

ウエストミン コムミッシュン、ヲフ、ソ 1 ブルームス、セレクシュン、 1 
ストル ｝エルスフホル ヲフ、レガルマキシン

ベスト 証書式 フホルムス、ヲフ、プラク 1 
スターキ｝ 証書法 3 チカルプロシージングス

ダンセー ホリー、デカニシア、ルー 2ウイツターケ プラクチーシヲンドルコー 1 
レールス jレ ドス

＊ドッド氏エンドブルーク 1 ブルシー、エンドボンヅ、 1 
ス氏ローエンドプラクチー ローユンドプラクチーシイ

ン ンパンクルプトシー

アルチボルド、ニウ、プラ 2 デース。コンモンロープラ 1 
クチーシ クチーシ

同コムモンロープラクチー 英国憲法〔千八百四十年ヨ 31 

ン リ千八百七十年迄〕

ストヲンス〔プラクチーシ、 lチッチー 憲法類篇 2 
パイ、ウエストーピー〕 ホルム 憲法類篇 2 
一般健康法 lタイルウイツ 憲法集 2 
ムチニーエクト〔戦争ノ 1ト・クインデ

条〕 ール

ステヘン・ヒ 代言ノ理 1 法律集附法律日記〔千八百 53 
ンダル 五十年ヨリ千八百七十年

ブルークス、ヲンゼヲッフ 1 迄〕

ヒーシエントプラクチーシ、 ボムベー規則 1 
ヲフ、エ、ノタリ一、ヲフ、 ベンガル規則 3 
イングランド
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著者名 書名 冊数 著者名 書名 冊数

ブレッキスト 法律案内 1 印度総鎮台ノ所務 1 

ン 刑法章程註解 1 

＊レグレーシュン、ヲフ、 1 プルフヒールドヲンレーチ 1 

ヴヮイシアトミラリチー、 ング

コールトエブロード 不朽ノ法 1 

印度刑法章程 1 約定法 1 

ジヨスチニアン、教育書 1 鉄道法律 1 

セトンヲンデクリース 2 県代訴人ノ置分 1 

ハルリソン 法律集 4 クオールトルセションス 1 

王族訴訟ノ件 4 〔裁判所ノー名ノ所置〕

当今置分ノ件 2 ヂョイントストックコンペ 1 

内閣報告書 3 ニー〔会社ノー名ノ法〕

テッラィー イクヰティー〔但シ法律ノ 4 救育法 1 

名表〕 合衆国上院規則 1 

ドラフトマン イクヰティー 1コーム 刑法設立ノ原由 1 

女王ノ規則井海軍律教授本 1 撰挙法 1 

「ホンコン」ノ大砲書 1 蘇国法律 1 

クート 地主井借主ノ事 1 譲状ノ書式法 1 

チッティー 刑法書 2 「ハリソン」氏「ダイヂェ 2 

ボルン 裁判書 5 ストJ
スワピー 海軍裁判所届書 1ウヰル 「シルクムスタンシアール 1 

トブソン 海軍裁判件 2 ヰゥヰテンス」

ハッガルト 海軍裁判所届書 3 執行者及ヒ承業者ノ法則 2 
ロビンソン 海軍裁判所届書 2レウヰス 保証井保証人ノ法則 1 

エルワルト 海軍裁判件 1 鉄道建築書 1 

ロビンソン 海軍裁判件 6 書目ノ先例 1 

法教井海軍裁判所井破産ノ 2 奴隷売買ノ定約 1 
届書 証券印紙法 1 
海軍裁判所届書 1ノfウル 証券法 1 

ウヰリス イントルロゲーシヨン ベスタイシスアクト 1 
コリンソン 風痴 2 譲産法 1 

ボルド 法律抜粋 2 免許法 1 

教法担当者「カウンシル」 7 築城書原由 1 
ノ指令 救育法則 1 
当今譲状書式ノ先例略 1 「ムーフムタン」法律書 1 
「メールドシャスサーデス 1 不動産販売法則 1 
タテューJ 破産網目 1 

ソリシトアス 掌簿法 1 プラクティースオフコロノ 1 
証書法ニ付千八百五十五年 1 ルス

ノ処分書 ＊海軍権 1 
地方裁判手続キ書 慣習法ノ所置 1 
英領印度処分法 レチスレーシヨンアクト 1 
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著者名 書名 冊数 著者名 書名 冊数

印度地方刑法書 1 代言人位階表 1 
ベンチフオルムスリスト 1 「ヂョイントストッグコム 1 
使節ノ法則 1 ベンース」会社ノ名法令

フオルムスオフアクシヨン 「フリンシプルアンドシユ 1 
アトロウ ールティー」ノ法則

「チャンセリ」庁ノ所置 lアムスウヲル 羅旬字書 1 
「チャンセリーJ庁ノ訴状 1ツ

告状ノ法則 ロツセルフハーコルスエン 1 
「マンテテイアル」庁ノ法 ドブローケルス

員リ ジョンソン著字書 1 
動産除免法 日仏対訳字書 1 
議状ノ書式法則 チャイナダイレクトリー 1 
＊商船積荷法則 〔支那条約書附〕

＊同改正 lハムムルス 税関法律 1 
掌中法律書 1パイル 銀券及証券ノ法 1 
「シヤボルトルス」案内書 1モールス 為替法

ヒータイス 鉄道書 1ヒートン 万国公法

プラクチーシ、ヲン、クリ 1ヒールニモー 万国公法 2 
ツス lレ

家産税法則 1 合衆国総審司ノ説 12 

ヒ
ル
は
十
八
日
、
「
必
用
之
書
籍
ニ
付
御
備
置
相
成
度
」

台湾蕃地事務局の閉局後、書籍の多くは司法省に移管された（第一一二冊）。
＊印は台湾蕃地事務局の開局後に大蔵省汽船掛に移管された書籍を示す（向上）。

と
し
て
ハ
レ
ッ
ツ
キ
著
「
万
国
公
法
』
お
よ
び
フ
リ
モ

l

（日）

ル
著
『
万
国
公
法
』
を
、
ま
た
二
十
七
日
に
は
関
係
書
籍

計
四

O
六
冊
の
購
入
を
大
隈
に
求
め
、
許
可
さ
れ
て
い
る

（日）

（
第
四
九
冊
・
第
六
八
冊
）
［
表
1
参
照
］
。

四）
提
出 左

院
御
雇
外
国
人
デ
ュ
ブ
ス
ケ
に
よ
る
見
込
書
の

こ
の
よ
う
に
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
研
究
の
準
備
を
整

（日）

デ
ユ
ブ
ス
ケ
（
U
C
回。ロ
ω告
H
o
y
k
r
・。・）

え
て
い
た
が
、

か
ら
提
出
さ
れ
た
見
込
書
も
大
い
に
参
考
と
さ
れ
た
。

デ
ュ
ブ
ス
ケ
は
台
湾
出
兵
の
行
方
を
非
常
に
懸
念
し
て

お
り
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
九
月
上
旬
、
大
隈
に
「
ジ

ブ
ス
ケ
内
話
ノ
次
第
モ
有
之
候
ニ
付
同
人
儀
当
局
ヘ
折
々

出
仕
ブ
ス
ケ
ヒ

l
ル
同
様
御
質
問
相
成
度
候
而
者
如
何
候

哉
」
（
第
四
六
冊
）
と
上
申
す
る
。
そ
し
て
、

デ
ユ
ブ
ス

ケ
は
九
月
十
二
日
お
よ
び
十
四
日
の
二
回
に
わ
た
り
、

「
和
議
成
タ
ル
時
須
要
ノ
定
議
」
お
よ
び
「
戦
争
策
論
」

469 

※ 1 
※2 

の
二
編
か
ら
な
る
長
文
の
見
込
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で



あ
る
（
第
四
六
冊
・
第
八
O
冊）。

470 

法学研究82巻2号（2009:2) 

デ
ュ
ブ
ス
ケ
は
第
一
篇
に
お
い
て
、
「
日
本
ニ
テ
其
蕃
地
ニ
占
拠
シ
恰
モ
日
本
ノ
領
地
タ
ル
カ
知
ク
之
ニ
殖
民
ス
可
キ
ノ
需
要
ヲ

ナ
ス
ハ
非
理
ノ
需
要
ニ
シ
テ
：
・
決
シ
テ
之
ヲ
真
ナ
リ
ト
為
ス
可
ラ
ス
」
と
し
て
、
明
治
政
府
に
よ
る
蕃
地
占
領
の
正
当
性
を
否
定
し
、

さ
ら
に
「
日
本
ヨ
リ
須
ラ
ク
支
那
ニ
向
ヒ
言
フ
可
シ
日
ク
汝
果
、
ン
テ
台
湾
ノ
君
ナ
ラ
ハ
我
等
ヲ
保
護
セ
ヨ
若
シ
然
ラ
サ
レ
ハ
我
等
ノ

自
カ
ラ
我
カ
人
民
ヲ
保
護
ス
ル
ヲ
妨
ク
ル
勿
レ
ト
蓋
シ
此
事
ハ
嘗
テ
副
島
氏
北
京
ニ
在
リ
シ
ト
キ
明
カ
ニ
之
ヲ
弁
ス
ベ
キ
ニ
当
時
之

ヲ
弁
セ
サ
リ
シ
ハ
頗
ル
歎
ス
ベ
キ
処
ナ
リ
」
と
し
て
、
明
治
六
年
に
副
島
種
臣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
清
国
と
の
交
渉
に
つ
い
て
も
批

判
し
て
い
る
。

第
二
篇
で
は
、
軍
事
教
官
で
あ
っ
た
デ
ユ
ブ
ス
ケ
ら
し
く
、
開
戦
の
手
順
か
ら
戦
時
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
点
に
い
た
る
ま
で
詳

細
に
述
べ
て
い
る
。
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
「
先
第
一
ニ
戦
争
布
達
ヲ
速
迅
ニ
関
係
ノ
政
府
〔
其
布
達
ヲ
可
遣
筈
ノ
政
府
ヲ
云
フ
〕

ス
ヘ
キ
コ
ト
一
大
寛
容
ナ
リ
」
と
し
て
、
敵
国
お
よ
び
関
係
国
へ
の
宣
戦
布
告
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
自
国
の
外
交
官
が
取
る
べ
き

行
動
や
、
敵
国
の
外
交
官
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
在
留
清
国
人
の
取
扱
に
つ
い
て
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
、
「
在
留
清
国
人
放
逐
ノ
権
日
本
国
ニ
有
持
セ
ル
コ
ト
判
然
タ
リ
」
と
し
、

「
商
業
ヲ
害
セ
ス
シ
テ
穏
当
ニ
放
逐
ノ
権
」
を
行
使
す
る
方
法
と
し
て
、
上
海
や
香
港
、
あ
る
い
は
米
固
な
ど
の
外
国
籍
の
清
国
人

や
外
国
人
に
雇
わ
れ
て
い
る
清
国
人
、
「
銀
行
渡
世
清
国
人
」
を
除
く
「
清
国
小
商
人
」
を
「
放
逐
」
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
、
「
方
今
日
清
国
興
戦
ノ
如
キ
軍
ノ
タ
メ
ニ
ハ
此
権
利
ヲ
保
有
ス
ル
コ
ト
一
大
要
務
ト
思
ヘ
ル
ナ
リ
」
と

ヘ
通
達

し
て
、
局
外
中
立
国
の
商
船
に
た
い
す
る
「
船
内
往
査
ノ
権
」
を
如
何
に
し
て
確
保
す
る
か
が
、
明
治
政
府
に
と
っ
て
重
要
だ
と
す

る
。
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
、
明
治
政
府
が
不
平
等
条
約
に
よ
っ
て
「
西
洋
各
国
ト
同
権
ノ
地
位
」
に
無
い
こ
と
か
ら
、
「
海
上
ニ
テ
商
ヲ

営
ム
各
国
人
民
」
は
「
船
内
往
査
ノ
権
」
の
行
使
に
難
色
を
一
不
す
だ
ろ
う
と
し
、
「
各
国
ニ
日
本
往
査
ノ
権
限
ヲ
承
諾
セ
令
（
ま
ま

｜
筆
者
）
メ
ン
コ
ト
ヲ
予
メ
在
日
日
本
各
国
公
使
ニ
談
判
ス
ル
コ
ト
一
大
難
事
」
と
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。



デ
ュ
ブ
ス
ケ
は
、
宣
戦
布
告
の
さ
い
、
関
係
各
国
に
知
ら
せ
る
た
め
海
外
の
日
本
領
事
館
に
通
知
す
る
と
同
時
に
、
「
公
然
ト
当

国
在
留
各
国
公
使
ヘ
モ
同
様
其
旨
ヲ
告
知
ス
ル
コ
ト
正
然
タ
レ
ハ
礼
譲
ノ
一
大
典
ニ
ナ
ル
ベ
ケ
ン
」
と
し
て
、
各
国
の
在
日
領
事
館

に
も
通
知
す
べ
き
と
強
調
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
各
国
の
駐
日
公
使
は
「
全
権
著
大
ニ
シ
テ
決
ヲ
自
己
ニ
採
ル
」
た
め
、
「
交
戦

ノ
初
端
ニ
当
ツ
テ
勢
ヒ
彼
等
ニ
不
満
足
ヲ
得
セ
シ
メ
サ
ル
ヲ
要
シ
以
テ
彼
等
ノ
心
望
ヲ
得
レ
ハ
後
日
其
功
ヲ
奏
ス
ル
甚
タ
大
ナ
リ
」

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
「
清
国
ニ
テ
ハ
既
ニ
外
国
交
際
上
ニ
手
練
シ
各
国
公
使
ヲ
シ
テ
能
ク
清
国
ノ
交
際
方

道
ニ
熟
練
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
、
外
交
手
腕
に
か
ん
し
て
は
、
清
国
が
明
治
政
府
よ
り
巧
者
で
あ
る
と
し
、
明
治
政
府
に
も
、
各
国
公

使
へ
の
対
応
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
よ
う
助
言
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
デ
ユ
ブ
ス
ケ
は
、
「
船
内
往
査
ノ
権
」
を
確
保
す
る
た
め
に
も
「
捕
物
法
院
」
の
設
立
が
不
可
欠
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
、

日
清
戦
争
に
お
い
て
明
治
政
府
が
設
置
し
、
西
欧
列
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
、
捕
獲
審
検
所
（
司
E
8
8
5
5
の
設
置
を
勧
め
る

（時）

も
の
で
あ
っ
た
。

戦
時
体
制
の
整
備

台湾出兵と国際法

（四）

大
隈
は
、
文
部
省
よ
り
「
ケ
ン
ト
氏
著
述
万
国
公
法
」
（
『
国
際
法
注
釈
』
心
選
選

S
Eミ
き
ぎ
な
、
g
S
S
N
E
S）
が
届
く
と
、
直

（却）

ぐ
に
翻
訳
作
業
を
始
め
た
。
佐
原
純
一
郎
は
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

「
ケ
ン
卜
氏
著
述
万
国
公
法
」
の
翻
訳

大
久
保
参
議
が
、
全
権
大
使
で
、
支
那
へ
応
接
に
出
か
け
て
行
っ
た
、
さ
う
し
て
、
談
判
中
に
、
或
は
破
裂
し
て
宣
戦
の
公
布
が
あ
り
は
せ

ぬ
か
と
云
っ
て
居
る
最
中
賊
ヲ
見
て
縄
を
絢
ふ
よ
う
な
訳
で
、
政
府
で
、
俄
に
、
万
国
公
法
と
云
ふ
も
の
を
翻
訳
し
ろ
、
と
云
ふ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
：
・
「
ケ
ン
ト
」
の
万
国
公
法
と
云
ふ
の
を
翻
訳
せ
よ
、
と
云
ふ
命
で
、
翻
訳
局
で
、
可
な
り
の
大
冊
を
、
二
十
日
間
を
限
っ
て
、
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割
り
訳
を
す
る
と
云
ふ
事
に
な
っ
て
、
英
文
の
読
め
る
人
は
、
総
が
、
り
で
、
昼
夜
、
翻
訳
を
し
た
。

（
幻
）

佐
原
の
回
想
か
ら
は
、
明
治
政
府
の
国
際
法
理
解
が
拙
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
日
清
開
戦
の
危
機
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
政
府
内
の

国
際
法
へ
の
関
心
が
一
気
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

472 

先
述
し
た
よ
う
に
、
翻
訳
さ
れ
た
「
ケ
ン
ト
氏
著
述
万
国
公
法
」
は
明
治
九
年
十
一
月
、
『
堅
土
氏
万
国
公
法
』
と
し
て
刊
行
さ

れ
る
。
校
正
を
務
め
た
大
音
は
、
序
に
お
い
て
「
本
邦
諸
家
ノ
訳
述
ス
ル
所
ノ
ホ
イ

l
ト
ン
氏
万
国
公
法
ノ
如
キ
モ
亦
類
多
ニ
居
ル

ト
難
ト
モ
概
メ
皆
書
中
ノ
四
五
章
ニ
止
リ
僅
ニ
其
一
班
ヲ
窺
フ
ノ
ミ
特
リ
此
書
梢
々
全
豹
ヲ
見
ル
ニ
足
ル
」
と
記
し
翻
訳
刊
行
の
意

（沼）

義
を
強
調
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
大
隈
が
な
ぜ
『
国
際
法
注
釈
』

イ
1
ト
ン

の
翻
訳
を
命
じ
た
の
か
疑
問
が
残
ろ
う
。
大
音
に
従
え
ば
む
し
ろ
、
最
も
権
威
あ
る
ホ

（お）

『
国
際
法
原
理
』
（
吋
常
同
町
尽
き
お
な
ミ
な
号
、
一
還
さ
さ

R
S）
の
全
訳
こ
そ
重
要
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
ヒ
ル
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ケ
ン
ト
は
国
際
法
学
者
と
し
て
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
法
学
者
と
し
て
著
名

（

M
）
 

な
人
物
で
あ
っ
た
。
米
国
出
身
の
弁
護
士
で
あ
っ
た
ヒ
ル
が
、
ケ
ン
ト
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ヒ

ル
の
出
仕
が
決
ま
っ
た
直
後
に
大
隈
が
文
部
省
へ

『
国
際
法
注
釈
」
を
求
め
た
こ
と
も
、
そ
れ
が
ヒ
ル
の
求
め
に
よ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
、
っ
。

リ
主主

言
の
受
諾
を
め
ぐ
つ（
てき

政
府
内
で
は
、
私
掠
船
の
廃
止
等
を
定
め
た
一
八
五
六
年
の
パ
リ
宣
言
に
つ
い
て
、
日
本
も
順
守
す
べ
き
だ
と
す
る
動
き
が
起
き

（部）

て
い
た
。

外
務
卿
寺
島
宗
則
は
九
月
二
十
四
日
、
私
掠
船
の
廃
止
に
つ
い
て
は
「
彼
方
於
テ
捕
敵
船
差
向
ケ
候
勢
ニ
候
得
ハ
我
方
於
テ
モ
同

様
其
手
配
不
致
候
テ
ハ
不
相
成
」
と
し
て
、
「
此
一
条
ハ
実
際
ノ
景
況
ニ
就
テ
愈
御
決
定
可
相
成
」
で
あ
る
が
、
他
の
条
文
に
つ
い



て
は
順
守
す
る
と
西
欧
列
国
に
通
告
す
る
よ
う
三
条
に
上
申
す
る
。
正
院
で
は
「
今
後
ノ
景
況
ニ
ヨ
リ
本
邦
ニ
於
テ
モ
道
守
相
成
ベ

キ
旨
各
国
ヘ
御
報
告
：
・
ハ
固
ヨ
リ
至
要
ノ
義
ト
存
候
」
と
し
、
私
掠
船
廃
止
に
つ
い
て
も
、
も
し
清
国
が
開
戦
に
さ
い
し
「
騒
暴
其

法
ニ
依
ラ
ザ
レ
バ
彼
我
曲
直
ノ
分
不
言
ノ
表
ニ
判
然
タ
リ
而
シ
テ
我
ガ
公
権
以
テ
各
国
ノ
許
ス
処
ト
可
相
成
存
候
」
と
し
て
、
寺
島

の
上
申
を
採
用
す
る
。

た
だ
し
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
正
院
の
決
定
に
反
対
し
た
。
大
隈
は
「
方
今
ノ
勢
ニ
テ
ハ
御
道
守
相
成
可
然
存
候
得
共
他
日
御

軍
備
充
実
ノ
節
何
様
ノ
事
変
出
組
不
申
共
難
予
測
殊
ニ
皇
国
ノ
儀
ハ
当
時
ノ
会
盟
ニ
御
与
リ
ト
申
一
て
ア
モ
無
之
」
と
述
べ
、
「
為

御
参
照
」
と
し
て
「
御
雇
外
国
人
ヒ
ル
問
答
書
」
を
添
付
し
て
い
る
。
ヒ
ル
は
パ
リ
宣
言
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
の
で

あ
る
。巴

里
斯
会
議
ニ
テ
定
ム
ル
所
ハ
其
会
ニ
加
ハ
リ
タ
ル
国
ニ
ノ
ミ
行
フ
ヘ
キ
者
ニ
シ
テ
始
メ
其
会
ニ
列
シ
タ
ル
国
ハ
元
来
僅
々
数
回
ノ
ミ
ニ
シ

テ
他
国
ノ
其
規
則
ニ
随
フ
者
亦
多
ケ
レ
ト
モ
其
他
ハ
之
ヲ
順
奉
セ
ス
就
中
米
国
ノ
如
キ
ハ
其
中
ノ
最
タ
ル
者
ナ
リ

是
故
ニ
巴
里
斯
会
議
ノ
定
ム
ル
所
ニ
同
意
セ
サ
ル
ノ
国
ハ
海
上
ニ
テ
敵
ノ
民
物
ヲ
捕
ル
モ
万
国
公
法
ニ
犯
触
ス
ル
ト
為
ス
ヘ
カ
ラ
ス

台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
、
十
月
十
八
日
付
菓
議
案
で
「
皇
国
之
儀
ハ
環
海
託
洋
万
一
敵
国
来
犯
等
ノ
節
ハ
可
成
丈
於
海
上
其
利
根
ヲ

絶
タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
地
理
的
環
境
か
ら
も
パ
リ
宣
言
の
順
守
に
否
定
的
で
あ
り
、
「
問
答
書
」

（幻）

の
提
出
を
受
け
、
す
ぐ
に
通
告
の
見
合
わ
せ
を
正
院
に
上
申
し
た
の
で
あ
る
。

台湾出兵と国際法

（三）

戦
時
法
の
作
成

こ
の
よ
う
に
明
治
政
府
に
よ
る
国
際
法
研
究
は
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
、
「
万
国
公
法
中

戦
時
関
係
之
件
々
類
別
取
調
略
出
来
ニ
及
懸
ケ
候
処
別
紙
疑
案
之
廉
々
剖
明
不
致
テ
ハ
外
各
例
之
取
捨
モ
決
兼
候
ニ
付
御
雇
外
国
人

（却）

ヘ
質
問
」
す
る
な
ど
し
て
、
戦
時
法
の
作
成
に
努
め
て
い
る
。
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「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
四
に
所
収
さ
れ
る
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
戦
時
法
は
以
下
の
通
り
で
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あ
る
。「

居
留
支
那
人
処
置
条
例
」

「
戦
時
内
国
人
民
心
得
書
」
・
「
戦
時
心
得
」

「
局
外
条
例
」
・
「
待
敵
条
例
」

「
捕
誇
条
例
」
・
「
査
船
条
例
」

「
封
港
条
例
」
・
「
停
兵
条
例
」

「
和
約
条
例
」
・
「
雑
例
」
・
「
交
戦
条
例
」

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
個
々
の
条
例
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
な
か
で
最
も
作
成
が
困
難
で
あ
っ
た
の
は

「
居
留
支
那
人
処
置
条
例
」
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ヒ
ル
と
デ
ュ
ブ
ス
ケ
の
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

デ
ュ
ブ
ス
ケ
は
在
留
清
国
人
の
国
外
退
去
を
進
言
す
る
の
に
た
い
し
て
、
ヒ
ル
は
大
隈
よ
り
国
内
に
寄
留
す
る
敵
国
人
民
の
取
り

（却）

扱
い
に
つ
い
て
「
万
国
公
法
中
未
ダ
適
例
ヲ
見
ズ
」
と
問
わ
れ
、
十
月
十
四
日
、
「
国
内
ニ
在
ル
此
等
ノ
人
ヲ
処
置
ス
ル
コ
ト
ハ
内

国
事
務
ニ
属
ス
ル
ヲ
・
：
万
国
公
法
ノ
中
ニ
索
ム
ル
ハ
無
益
ナ
リ
」
と
し
な
が
ら
、
「
敵
国
人
民
ヲ
領
外
ニ
退
去
セ
シ
ム
ル
ハ
戦
権
ノ

一
ト
謂
フ
ト
難
モ
之
ヲ
行
フ
ハ
近
例
ニ
反
セ
ル
ナ
レ
ハ
若
シ
此
ノ
如
キ
事
ヲ
為
サ
ハ
他
国
必
ス
之
ヲ
目
シ
テ
酷
ナ
ル
処
置
ト
為
ス
ヘ

シ
然
レ
ト
モ
若
シ
此
ノ
如
ク
為
サ
ン
ト
決
ス
ル
ト
キ
ハ
其
人
民
ニ
公
告
シ
テ
以
テ
十
分
ノ
猶
予
ヲ
与
ヘ
諸
事
ヲ
弁
シ
退
去
ノ
用
意
ヲ

為
ス
ニ
足
ラ
シ
ム
ベ
シ
」
と
し
て
、
強
制
的
な
国
外
退
去
に
批
判
的
な
意
見
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
大
隈
は
ヒ
ル
の
意
見
を
受
け
二

（却）

十
日
、
正
院
へ
「
寄
留
支
那
人
処
置
之
儀
」
は
「
内
務
外
務
司
法
三
省
之
関
係
不
砂
儀
ニ
付
至
急
何
分
之
御
決
裁
有
之
度
」
と
求
め

る
な
お
、
「
居
留
支
那
人
処
置
条
例
」
で
は
、
官
一
戦
よ
り
四
十
日
以
内
に
「
凡
ソ
支
那
人
我
国
ニ
居
留
ス
ル
者
ハ
外
国
人
雇
入
ヲ
除



（

幻

）

（

担

）

ク
外
一
切
居
留
ヲ
禁
ジ
退
去
帰
国
背
シ
ム
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
意
見
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（四）

「
官
一
戦
詔
勅
案
」
の
作
成

圏
内
で
開
戦
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
北
京
で
は
大
久
保
に
よ
る
交
渉
が
続
い
て
い
た
。
清
国
と
の
交
渉
は
難
航
を
極
め
、

明
治
政
府
に
は
悲
観
的
な
報
告
が
届
け
ら
れ
る
。
明
治
政
府
で
は
開
戦
を
不
可
避
と
考
え
、
デ
ュ
ブ
ス
ケ
の
見
込
書
に
基
づ
き
、
ヒ

（お）

ル
お
よ
び
ス
ミ
ス
に
宣
戦
布
告
文
の
草
案
作
成
を
命
じ
た
。
そ
の
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
交
渉
の
決
裂
が
報
じ
ら
れ

（鈍）

た
十
月
下
旬
で
あ
ろ
う
。

（部）

ヒ
ル
ら
が
草
案
を
提
出
す
る
の
は
「
日
清
互
換
条
款
」
調
印
後
の
十
一
月
十
九
日
で
あ
っ
た
が
（
第
八
O
冊
）
、
台
湾
蕃

地
事
務
局
で
は
十
二
月
十
四
日
、
「
別
紙
宣
戦
詔
勅
並
草
案
条
件
取
調
置
候
ニ
付
最
早
不
用
ニ
ハ
候
得
ト
モ
一
応
供
回
覧
候
也
」
（
第

な
お
、

八
八
冊
）
と
し
て
、
「
宣
戦
詔
勅
案
」
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
政
府
に
よ
っ
て
初
め
て
作
成
さ
れ
た
「
宣
戦
詔
勅
案
」
と

い
え
よ
う
。

台湾出兵と国際法

朕
天
ノ
体
命
ヲ
承
ケ
。
万
世
一
系
ノ
宝
酔
ヲ
践
シ
。
宵
肝
競
業
ト
シ
テ
。
祖
宗
ノ
鴻
緒
ヲ
継
述
セ
ン
ト
ス
。
葱
ニ
我
師
罪
ヲ
台
蕃
ニ
問
ヒ
。

兇
ヲ
訴
シ
良
ヲ
撫
シ
旬
日
ニ
シ
テ
定
ル
。
此
時
ニ
当
テ
。
清
国
政
府
妄
リ
ニ
異
議
ヲ
張
リ
。
以
テ
義
挙
ヲ
阻
セ
ン
ト
シ
。
諭
詐
百
端
。
巳
ニ

特
派
大
臣
ノ
弁
論
ヲ
容
レ
ス
。
又
駐
街
公
使
ノ
親
礼
ヲ
拒
ム
。
我
ヲ
侮
リ
。
我
ヲ
辱
ム
。
是
ニ
於
テ
カ
極
ル
。
朕
惟
フ
ニ
我
国
武
ヲ
以
テ
国

ヲ
建
ツ
。
世
ヲ
歴
ル
。
一
百
二
十
四
。
年
ヲ
閲
ス
ル
。
二
千
五
百
有
余
。
橿
原
尊
鼎
以
来
。
未
タ
嘗
テ
外
国
ノ
辱
ヲ
来
ス
ア
ラ
ス
。
降
テ
朕

カ
賜
ニ
逮
ヒ
。
此
侮
辱
ヲ
取
リ
。
有
モ
含
忍
シ
テ
雪
ク
所
ア
ラ
ス
ン
ハ
。
我
大
日
本
帝
国
ノ
威
権
。
何
ヲ
以
テ
カ
立
ン
。
朕
亦
面
目
ノ
祖
宗

対
ス
ル
ナ
シ
。
乃
チ
謀
リ
。
乃
断
シ
。
仰
テ
神
明
ニ
誓
ヒ
。
兵
力
ニ
杖
リ
。
以
テ
大
儀
ヲ
清
国
ニ
伸
理
セ
ン
ト
ス
。
爾
忠
良
ノ
臣
民
。
朕
カ

巳
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
体
認
シ
。
共
同
奮
励
。
各
自
国
ヲ
愛
シ
。
智
勇
ト
身
命
ト
ヲ
惜
マ
ス
。
帝
国
ノ
威
武
ヲ
宣
揚
シ
。
彼
レ
ヲ
シ
テ
暴
慢
不
正

ノ
所
業
ヲ
一
転
シ
。
重
テ
名
誉
ノ
和
議
ヲ
請
フ
ニ
至
ラ
シ
メ
ヨ
。
爾
臣
民
。
夫
レ
依
違
ス
ル
勿
レ
。
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（五）

海
上
裁
判
所
の
設
置
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以
上
の
よ
う
に
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
戦
時
法
の
整
備
に
努
め
て
い
た
が
、
そ
れ
と
向
様
に
重
要
と
さ
れ
た
の
が
、
デ
ユ
ブ
ス
ケ

の
見
込
書
に
記
さ
れ
て
い
た
捕
獲
審
検
所
の
設
置
で
あ
っ
た
。

ヒ
ル
も
「
献
言
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
に
お
い
て
、
「
日
本
ニ
於
テ
戦
利
法
院
〔
プ
ラ
イ
ス
コ
ー
ル
ト
〕
ノ
設
ケ
ナ
ク
欧
亜
各
国
ニ
於

テ
海
軍
裁
判
所
ト
称
ス
ル
者
ト
類
似
セ
シ
裁
判
所
ノ
設
ケ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
」
を
「
更
ニ
重
大
ノ
難
事
」
と
し
て
、
捕
獲
審
検
所
の
設

置
を
進
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
は
、
西
欧
列
国
に
領
事
裁
判
権
を
認
め
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
中
立
国
の
商
船
取
り
調
べ

に
か
か
わ
る
裁
判
権
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
「
日
本
帝
国
ノ
タ
メ
ニ
ハ
尤
モ
重
要
ナ
ル
問
題
」
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
大
隈
は
九
月
十
九
日
に
横
浜
寄
留
米
国
人
ヂ
ヨ
ン
ス
と
会
見
し
た
さ
い
、
米
国
公
使
ビ
ン
ガ
ム
が
、
も
し
「
戦
時
禁
物
」

を
積
ん
だ
米
国
商
船
が
日
本
海
軍
に
掌
捕
さ
れ
横
浜
港
に
引
か
れ
で
き
た
ら
、
領
事
裁
判
権
に
基
づ
き
、
そ
の
審
判
は
米
国
領
事
館

に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
た
と
告
げ
ら
れ
、
「
恐
ラ
ク
ハ
我
ニ
戦
利
法
院
ノ
設
ケ
ナ
キ
ニ
因
リ
テ
ナ
ラ
ン
」
と

（部）

回
答
し
て
お
り
、
早
く
か
ら
捕
獲
審
検
所
の
設
置
を
必
要
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
第
五
O
冊）。

ヒ
ル
は
「
献
言
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
に
続
い
て
二
十
四
日
、
「
戦
利
法
院
覚
書
」
（
第
五
一
冊
）
を
大
隈
に
提
出
す
る
。
同
覚
書
で
ヒ

ル
は
、
「
交
戦
ト
中
立
国
ト
ノ
貿
易
交
際
並
ニ
交
戦
国
互
相
ノ
交
際
ニ
管
ス
ル
中
立
ノ
権
利
及
ヒ
交
戦
ノ
権
利
ニ
付
右
様
ノ
裁
判
所

ニ
於
テ
討
論
ス
ベ
キ
万
国
公
法
上
ノ
大
理
」
に
つ
い
て
、
ホ
イ
l
ト
ン
を
は
じ
め
と
す
る
「
諸
大
家
」
の
説
を
挙
げ
、
「
戦
利
法
院
」

設
置
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
て
い
る
。

な
お
、
「
戦
利
法
院
」
設
置
に
つ
い
て
ヒ
ル
が
提
出
し
た
複
数
の
覚
書
を
読
む
と
、
ヒ
ル
は
台
湾
出
兵
の
混
乱
を
利
用
し
、
当
時
、

（釘）

台
湾
出
兵
に
伴
う
経
費
削
減
に
よ
り
一
時
中
止
さ
れ
て
い
た
司
法
制
度
改
革
を
、
自
ら
が
主
導
す
る
形
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（泊）

例
え
ば
、
「
戦
利
法
院
」
は
通
常
、
戦
時
下
に
お
い
て
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ヒ
ル
は
「
戦
利
法
院
覚
書
」
に
お



い
て
、
「
余
カ
説
一
て
ア
ハ
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
目
指
す
た
め
に
も
「
法
律
学
ニ
熟
達
セ
シ
人
ヨ
リ
編
制
セ

ル
上
等
裁
判
所
少
ク
モ
一
筒
ヲ
至
急
ニ
設
ケ
戦
利
訴
訟
ノ
事
ニ
付
キ
其
争
訟
裁
判
ノ
権
ヲ
此
裁
判
所
ニ
委
任
ス
可
シ
」
と
述
べ
、
常

（却）

設
の
「
上
等
裁
判
所
」
を
設
け
て
「
戦
利
法
院
」
の
役
割
を
そ
れ
に
付
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
ル
は
「
余
ハ
他
ノ
数
氏
ト
共
ニ
右
裁
判
所
取
設
ケ
ノ
目
論
見
書
ヲ
作
リ
タ
レ
ハ
当
今
既
ニ
評
議
ノ
為
メ
政
府
ニ
差
出
シ

相
成
リ
タ
リ
ト
思
フ
所
ナ
リ
」
と
も
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
目
論
見
書
」
と
は
、
時
間
は
前
後
す
る
も
の
の
、
十
一
月
二
十
四
日

に
事
務
局
内
で
供
覧
に
付
さ
れ
た
「
裁
判
所
設
置
之
儀
ニ
付
見
込
書
」
（
第
八
一
冊
）
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
見
込
書
に

は
、
ヒ
ル
の
司
法
制
度
改
革
案
と
と
も
に
「
海
軍
裁
判
所
取
設
ケ
ノ
法
律
案
文
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
後
に
大
隈
が
提
出
し
た

海
上
裁
判
所
設
置
伺
は
、
明
ら
か
に
こ
の
「
法
律
案
文
」
を
参
考
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
ヒ
ル
は
、
先
に
「
裁
判
所
設
置
之
儀
ニ
付
見
込
書
」
を
提
出
し
た
が
、
台
湾
出
兵
の
混
乱
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
自

ら
が
主
導
し
司
法
制
度
改
革
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
「
上
等
裁
判
所
」
の
設
置
を
進
言
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
司
法
省
は
「
フ

（却）

ラ
ン
ス
法
一
辺
倒
」
だ
っ
た
だ
け
に
、
ヒ
ル
に
は
台
湾
出
兵
が
、
米
国
人
勢
力
を
拡
大
さ
せ
う
る
最
後
の
機
会
と
映
っ
た
の
か
も
し

（
制
）

れ
な
い
。

九
月
二
十
九
日
に
「
戦
利
法
院
覚
書
」
の
翻
訳
が
完
成
す
る
と
大
隈
は
す
ぐ
に
、
海
軍
大
輔
川
村
純
義
お
よ
び
司
法
卿
大
木
喬
任

へ
相
談
し
（
第
五
二
冊
）
、
十
月
三
日
に
連
名
で
「
海
上
裁
判
所
設
置
ノ
儀
ニ
付
伺
」
を
正
院
へ
提
出
す
る
（
第
五
四
冊
）
。

台湾出兵と国際法

近
来
司
法
ノ
建
設
既
ニ
成
リ
テ
裁
判
ノ
諸
庁
ヲ
置
カ
レ
シ
モ
未
タ
海
上
裁
判
ノ
庁
ナ
シ
之
レ
或
ハ
我
国
外
国
へ
航
通
ノ
道
未
タ
全
ク
開
ケ
サ

ル
ニ
因
ル
カ
聞
ク
遠
西
ニ
於
テ
ハ
司
法
諸
裁
判
ノ
外
別
裁
判
所
ア
リ
テ
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
l
。
ア
ン
ド
。
マ
リ
タ
イ
ム
。
コ
ウ
ル
ト
。
ト
云

フ
此
裁
判
庁
何
ヲ
カ
整
理
ス
日
ク
大
要
四
科
ヲ
司
ル
一
ニ
日
ク
海
上
ノ
諸
訴
訟
例
ヘ
ハ
諸
外
国
ヘ
航
ス
ル
諸
船
ニ
関
シ
タ
ル
諸
訴
訟
ノ
類
諸

船
借
切
或
ハ
諸
船
抵
当
ノ
借
金
等
ヨ
リ
起
ル
諸
訴
訟
ノ
類
二
ニ
日
ク
諸
海
舶
衝
突
及
難
船
救
助
ヨ
リ
シ
テ
起
ル
諸
件
三
ニ
日
ク
海
上
刑
法
海
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賊
所
分
或
ハ
航
海
中
先
客
犯
法
等
右
ノ
三
科
ハ
専
ラ
平
時
ニ
属
ス
四
ニ
日
ク
戦
利
物
裁
判
是
敵
国
ト
交
戦
中
我
カ
船
舶
ニ
命
シ
テ
敵
ノ
船
舶

又
ハ
局
外
国
ノ
船
ニ
シ
テ
戦
時
禁
物
〔
兵
器
弾
薬
糧
食
其
他
他
敵
ノ
戦
闘
ニ
威
力
ヲ
与
フ
ル
物
件
ヲ
云
〕
ヲ
積
載
セ
タ
ル
ヲ
目
撃
ス
ル
時
ハ

直
チ
ニ
之
ヲ
分
捕
シ
テ
戦
利
物
裁
判
ノ
法
院
ニ
致
シ
裁
判
ヲ
乞
フ
乃
チ
是
ナ
リ
此
一
科
ハ
戦
時
ニ
於
テ
臨
時
ニ
設
置
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
総
シ
テ

此
海
上
裁
判
所
ノ
司
掌
ス
ル
所
唯
ニ
至
要
且
至
難
ニ
属
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
多
ク
ハ
従
来
我
国
熟
知
ノ
事
ニ
非
サ
ル
ヲ
以
テ
裁
判
ヲ
施
ス
甚
ハ

タ
其
人
ニ
乏
シ
今
清
国
ノ
紛
議
結
シ
テ
解
ケ
ス
万
一
事
起
ル
ニ
方
ツ
テ
ハ
恐
ラ
ク
ハ
忽
チ
制
肘
ヲ
覚
ユ
ル
ア
ラ
ン
因
テ
前
言
御
採
聴
ア
リ
テ

速
カ
ニ
此
法
院
設
置
ノ
事
御
施
行
有
之
度
随
テ
此
庁
ニ
座
シ
テ
諸
件
ヲ
裁
決
ス
ル
ノ
人
恐
ラ
ク
ハ
即
今
我
国
ニ
住
ス
ル
内
外
人
ヲ
総
ヘ
テ
一

モ
任
ニ
当
ル
モ
ノ
ナ
カ
ラ
ン
希
ハ
ク
ハ
遠
ク
欧
米
両
州
ニ
求
メ
テ
各
国
著
名
ノ
裁
判
者
一
員
至
急
聴
来
相
成
候
様
致
度
此
段
相
伺
候
也
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伺
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
大
隈
が
選
択
し
た
の
は
、
「
上
等
裁
判
所
」
で
は
な
く
「
海
上
裁
判
所
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
海
軍
裁

判
所
取
設
ケ
ノ
法
律
案
文
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
正
院
で
は
翌
日
、
海
上
裁
判
所
の
設
置
を
許
可
し
て
い
る
。

ヒ
ル
は
「
戦
利
法
院
」
を
自
ら
の
野
心
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
。
ヒ
ル
は
十
月
二
十
九
日
、
「
戦

（招）

利
法
院
取
設
ノ
見
込
書
」
を
大
隈
に
提
出
し
、
「
余
カ
考
思
ス
ル
所
ニ
テ
ハ
右
裁
判
所
原
有
ノ
権
力
ノ
外
ニ
更
ニ
重
大
ナ
ル
律
法
上

ノ
争
訴
ニ
付
控
訴
裁
判
ノ
権
ヲ
右
裁
判
所
ニ
授
ク
ル
ヲ
良
ト
シ
殊
ニ
方
今
ニ
在
リ
テ
ハ
斯
ク
処
置
ス
ル
ヲ
至
良
ナ
リ
ト
思
ヘ
リ
」
と

（
羽
）

述
べ
、
海
上
裁
判
所
に
「
控
訴
裁
判
ノ
権
」
を
付
加
す
る
よ
う
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
隈
が
こ
れ
を
採
用
し
た
形
跡
は

し
か
し
、

為

、

、

昌

司

門

》

宇
山
口
し

（叫）

ヒ
ル
が
記
し
た
「
裁
判
役
ニ
任
ス
ル
事
並
ニ
其
奉
職
ノ
事
ニ
就
テ
ノ
覚
書
」
が
翻
訳
さ
れ
大
隈
に
提
出
さ

れ
る
が
、
そ
こ
で
ヒ
ル
は
「
愚
按
ス
ル
ニ
裁
判
所
井
ニ
裁
判
文
此
二
ノ
者
ヲ
シ
テ
大
ニ
効
験
ア
ラ
シ
メ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
裁
判
役
ヲ
シ
テ

ま
た
翌
三
十
日
に
は
、

日
本
ノ
臣
民
タ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
ハ
実
ニ
緊
要
ニ
シ
テ
更
ニ
疑
ヒ
ナ
シ
」
と
し
て
、
海
上
裁
判
所
に
赴
任
す
る
外
国
人
裁
判
官
は
日
本
に

帰
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
覚
書
は
事
務
局
内
で
「
ヒ
ル
戯
言
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
「
ヒ
ル
戯
言
御

（必）

国
ヘ
入
籍
戦
利
法
院
ノ
任
ヲ
担
当
致
度
文
意
含
蓄
有
之
」
と
の
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ル
は
自
ら
戦
利
法
院
の
裁
判
官
に
就
任



す
る
希
望
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
の
提
案
を
前
向
き
に
検
討
し
よ
う
と
し

（

必

）

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
、
海
上
裁
判
所
に
お
け
る
「
戦
時
ノ
捕
物
等
裁
判
」
は
「
戦
時
ニ
関
渉
無
之
ト
モ

難
申
」
と
し
て
、
外
国
人
の
裁
判
官
で
は
本
国
に
召
還
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
然
ル
ト
キ
ハ
ヒ

l
ル
入
籍
相
済
候
上
ハ

局
外
国
ヨ
リ
引
戻
シ
ノ
権
利
モ
無
之
不
馴
ノ
御
国
官
員
モ
同
人
ニ
依
頼
可
也
裁
判
モ
出
来
可
申
ト
奉
存
」
と
し
て
、
「
同
人
入
籍
ノ

御
取
計
相
成
度
」
と
正
院
に
上
申
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
隈
は
ヒ
ル
に
「
新
任
米
国
剤
駐
日
本
公
使
ハ
米
国
法
律
家
二
名
ヲ
択
ミ
テ
右
裁
判
所
ノ
裁
判
官
ニ
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
委
セ

（

灯

）

ラ
ル
可
シ
」
と
伝
え
て
お
り
、
三
条
は
十
一
月
四
日
、
駐
米
公
使
に
任
じ
ら
れ
た
吉
田
清
成
へ
、
「
万
国
公
法
上
ノ
顧
問
」
と
し
て

（
川
崎
）

米
国
人
二
名
を
期
限
六
ヵ
年
・
月
俸
洋
銀
千
ド
ル
か
ら
千
五
百
ド
ル
の
高
条
件
で
採
用
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
（
第
六
九
冊
）
。

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ル
は
台
湾
出
兵
の
混
乱
を
利
用
し
、
司
法
省
に
お
け
る
米
国
人
勢
力
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
大
隈
は
ヒ
ル
の
意
見
を
鵜
呑
み
す
る
こ
と
な
く
、
取
捨
選
択
し
戦
時
体
制
の
整
備
を
進
め
た
た
め
、
ヒ
ル
の
助
言

が
全
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
「
万
国
公
法
上
ノ
顧
問
」
と
し
て
米
国
人
の
雇
用
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

部
分
に
お
い
て
は
、
ヒ
ル
の
助
言
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

台
湾
出
兵
の
終
了

台湾出兵と国際法

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
対
清
開
戦
の
準
備
期
に
お
い
て
は
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
を
中
心
と
し
て
国
際
法
に
基
づ
い
た
戦

時
体
制
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
最
初
の
試
金
石
」
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
京
で
は
す
で
に
十
月
三

十
一
日
、
大
久
保
が
清
国
と
の
交
渉
を
成
功
さ
せ
、
「
日
清
互
換
条
款
」
に
調
印
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
明
治
政
府
へ
も
十
一
月

八
日
、
調
印
の
第
一
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
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北
京
談
判
の
成
功
を
聞
き
、
最
も
落
胆
し
た
の
は
ヒ
ル
で
あ
っ
た
、
だ
ろ
う
。
大
隈
は
「
日
清
互
換
条
款
」
の
調
印
を
知
る
と
す
ぐ

に
、
吉
田
へ
「
御
着
米
之
上
戦
利
法
院
法
律
学
士
雇
入
一
件
ハ
追
テ
以
電
信
申
入
候
迄
御
着
手
見
合
有
之
度
」
（
第
七
五
冊
）
と
伝

（却）

え
、
海
上
裁
判
所
の
設
置
を
中
止
す
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
日
清
開
戦
に
備
え
お
こ
な
わ
れ
た
国
際
法
に
基
づ
く
戦
時
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
詳
細
は
本
論
で
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。

す
で
に
多
く
の
台
湾
出
兵
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
政
府
は
清
国
と
の
開
戦
を
現
実
的
な
危
機
と
考
え
準
備
を
進

め
て
い
た
。
戦
時
国
際
法
の
研
究
も
そ
の
一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
政
府
で
は
常
に
西
欧
列
国
の
評
価
を
気
に
し

て
お
り
、
国
際
法
に
基
づ
く
戦
時
体
制
の
整
備
は
緊
要
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
久
保
の
尽
力
に
よ
り
開
戦
が
回

避
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
が
「
最
初
の
試
金
石
」
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
台
湾
出
兵
を
契
機
と
し
て
明
治
政
府
が
国
際
法
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た
こ
と
、
ま
た
、
日
清
戦
争
か
ら
二
十
年
も

前
に
国
際
法
に
基
づ
い
た
戦
時
体
制
の
整
備
が
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
ヒ
ル
ら
複
数
の
御
雇
外
国
人
が
か
か
わ
っ
た
こ

と
を
含
め
、
日
本
に
お
け
る
国
際
法
体
制
へ
の
適
応
の
経
過
を
理
解
す
る
う
え
で
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（

l
）
 

（

2）
 

（

3
）
 

外
務
省
調
査
部
編
纂
『
大
日
本
外
交
文
書
』
第
七
巻
、
日
本
国
際
協
会
、
一
九
三
九
、
八
三
頁
。

「
四
月
十
九
日
付
大
隈
重
信
宛
三
条
実
美
書
簡
」
（
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
二
巻
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
三
、
二
八
五
頁
）
。

例
え
ば
、
庄
司
万
太
郎
「
明
治
七
年
征
台
之
役
に
於
け
る
ル
、
ジ
ヤ
ン
ド
ル
将
軍
の
活
躍
」
（
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
「
史
学
科
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研
究
年
報
』
第
二
号
、
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
五
）
、
清
沢
測
『
外
政
家
と
し
て
の
大
久
保
利
通
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
）
、
中
村

尚
美
「
李
仙
得
」
（
『
日
本
歴
史
」
第
三
五
号
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
二
、
同
「
ル
・
ヂ
ャ
ン
ド
ル
外
交
意
見
英
露
の
極
東
政
策
と

日
本
外
交
」
（
『
大
隈
研
究
』
第
二
号
、
一
九
五
二
）
、
石
井
孝
「
日
本
軍
台
湾
侵
攻
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
」
（
『
明
治
初
期
の
日
本
と
東
ア

ジ
ア
』
有
隣
堂
、
一
九
八
二
）
、
小
林
隆
夫
「
台
湾
事
件
と
琉
球
処
分
｜
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
の
役
割
再
考

l
」
I
・
E
（
『
政
治
経
済
史
学
』

第
三
四
0
・
三
四
一
号
、
一
九
九
四
）
、
一
瀬
啓
恵
「
明
治
初
期
に
お
け
る
台
湾
出
兵
政
策
と
国
際
法
の
適
用
」
（
『
北
大
史
学
』
第
三
五

号
、
一
九
九
五
）
な
ど
。

（4
）
蕃
地
事
務
局
訳
／
大
音
龍
太
郎
校
正
『
堅
土
氏
万
国
公
法
』
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。

（5
）
一
一
一
橋
猛
雄
『
明
治
前
期
思
想
史
文
献
』
（
明
治
堂
書
店
、
一
九
七
六
、
二
八
一
頁
）
、
安
岡
昭
男
「
万
国
公
法
と
明
治
外
交
」
（
「
政
治

経
済
史
学
』
第
二

O
O号
、
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
、
一
九
八
三
、
一
九
一
頁
）
、
松
隈
清
「
国
際
法
史
の
群
像
』
酒
井
書
店
、
一

九
九
二
、
三
九
七
頁
。

（6
）
山
内
進
「
明
治
国
家
に
お
け
る
『
文
明
』
と
国
際
法
」
（
『
一
橋
論
叢
』
第
一
一
五
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
、
二
八
頁
）
。
他
に
尾
佐

竹
猛
「
近
世
日
本
の
国
際
観
念
の
発
達
』
（
共
立
社
、
一
九
三
二
、
六
O
頁
）
な
ど
。

（7
）
前
掲
「
明
治
国
家
に
お
け
る
『
文
明
』
と
国
際
法
」
二
八
頁
。

（8
）
「
岩
倉
具
視
意
見
書
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
編
集
『
三
条
実
美
関
係
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
』

R
四
O
、
北
泉
社
、

一
九
九
七
）
。

（9
）
台
湾
出
兵
の
経
過
お
よ
び
台
湾
蕃
地
事
務
局
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
七
年
台
湾
出
兵
の
一
考
露

T
台
湾
蕃
地
事
務
局
を

中
心
と
し
て
l
」
（
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
六
O
号
、
二

O
O
四
）
参
照
。

（
叩
）
な
お
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
は
設
置
当
初
、
組
織
の
態
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
八
月
二
十
九
日
に
よ
う
や
く
「
蕃
地
事
務
局
仮
章

程
」
（
拾
遺
之
一
二
）
を
作
成
す
る
。

（
日
）
ヒ
ル
は
一
八
三
五
年
十
一
月
十
七
日
、
米
国
で
生
ま
れ
る
（
武
内
博
編
『
来
日
西
洋
人
名
事
典
」
紀
伊
園
屋
書
店
、
一
九
九
五
、
三

四
O
頁
）
。
明
治
二
年
頃
に
来
日
し
、
弁
護
士
と
し
て
働
い
て
い
た
（
立
脇
和
夫
監
修
「
ジ
ャ
パ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
』
第
一
巻
、
ゆ

ま
に
書
房
、
一
九
九
六
）
。
ヒ
ル
は
明
治
五
年
三
月
よ
り
神
奈
川
県
庁
に
「
代
言
人
」
と
し
て
出
仕
し
、
七
月
に
は
「
法
律
取
調
方
並
裁

判
等
ニ
顧
問
」
と
な
る
。
同
年
八
月
に
神
奈
川
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
と
、
ヒ
ル
は
神
奈
川
県
庁
か
ら
神
奈
川
裁
判
所
に
移
り
、
十
一
月
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に
は
神
奈
川
裁
判
所
の
管
轄
が
県
か
ら
司
法
省
に
移
っ
た
た
め
、
司
法
省
出
仕
と
な
る
（
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編

『
資
料
御
雇
外
国
人
』
小
学
館
、
一
九
七
五
、
三
六
二
頁
）
。
ヒ
ル
が
台
湾
出
兵
に
か
か
わ
る
の
は
、
五
月
に
米
国
郵
船
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
号

の
借
り
入
れ
を
め
ぐ
る
誇
い
が
日
米
間
の
訴
訟
事
件
に
発
展
し
た
さ
い
で
、
ヒ
ル
は
明
治
政
府
の
「
代
言
人
」
と
し
て
働
い
て
い
る
（
第

一
五
冊
・
第
二
六
冊
）
。
な
お
、
ヒ
ル
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
司
法
省
御
雇
外
人
ヒ
ル
と
そ
の
建
白
書
」
（
『
明
治
史
研
究
雑
纂
』
慶
鷹

通
信
、
一
九
九
四
）
、
同
「
神
奈
川
裁
判
所
御
雇
外
人
ヒ
ル
の
拷
問
廃
止
建
言
書
」
（
『
法
学
研
究
』
第
四
十
三
巻
第
十
二
号
、
一
九
七
O
）、

お
よ
び
堀
内
節
「
明
治
初
年
に
お
け
る
司
法
省
御
雇
外
国
人
関
係
記
録
抄
」
（
『
比
較
法
雑
誌
』
第
九
巻
一
号
、
一
九
七
五
）
な
ど
の
研
究

が
あ
る
。

（
ロ
）
「
明
治
八
年
二
月
二
十
七
日
付
蕃
地
事
務
局
勤
務
者
調
査
書
」
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
「
大
隈
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
』

R

五
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
七
）
。
な
お
、
明
法
寮
で
は
開
戦
危
機
の
高
ま
り
か
ら
、
大
築
拙
蔵
に
ホ
イ
l
ト
ン
『
国
際
法
原
理
』
の
戦

時
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
を
翻
訳
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。
大
築
が
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
出
仕
し
た
の
は
、
ヒ
ル
に
質
問
す
る
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
翻
訳
は
翌
明
治
八
年
、
「
恵
頓
氏
万
国
公
法
（
始
戦
論
）
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
万
国
公
法

と
明
治
外
交
」
一
九
一
頁
）
。

（
日
）
「
大
日
記
」
（
第
二
号
・
明
治
七
年
七
月
貞
・
参
謀
局
）
、
防
衛
研
究
所
所
蔵
。

（U
）
た
だ
し
外
務
省
で
は
、
「
和
訳
万
国
公
法
」
は
「
必
用
ニ
テ
数
日
指
出
置
候
儀
差
支
候
間
指
出
兼
候
」
と
し
て
断
り
、
「
至
急
之
御
入

用
ニ
テ
一
時
ノ
儀
ニ
候
ハ
、
日
数
五
日
限
全
部
差
出
可
申
」
と
回
答
し
て
い
る
。

（
日
）
そ
れ
ぞ
れ
、
出
色
－

R
F
国・
4

司－
w

同
』
尽
き

S
な
ミ
ぎ
芯
喝
、
一
ぎ
な
。
き
N
E
S
S
R叫
N
Q
S
的
。
＼
s
h
N
F
同

ME宮内
r
s
E
P
』・回－

F
6
1ロ
8
2
h
w

8
・H

∞8
・
苫
正
ロ
5
2
0・問。
Z
2・
ω日
ア
向
。
選
選

S
Eミ

s
s
sぎ
な
さ
ミ
守
き
と
お
8
・司

Emw弘己
目
】

F
E
W
E・い寸・
hw
』・
4

司・』。

E
g
P

5
2
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
十
九
世
紀
の
国
際
法
学
に
つ
い
て
は
、
島
田
征
夫
「
一
九
世
紀
後
半
の
慣
習
国
際
法
に
つ
い
て
」
（
「
早
稲

田
法
学
』
第
七
四
巻
四
号
、
一
九
九
九
）
参
照
。

（
凶
）
書
籍
代
は
二
、

0
0
0
ド
ル
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
覧
表
（
第
六
八
冊
）
で
は
、
総
計
四
O
六
冊
と
な
っ
て
い
る
が
、
集
計
し
た
か

ぎ
り
四
O
三
冊
で
あ
っ
た
。

（
げ
）
な
お
、
デ
ユ
ブ
ス
ケ
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
明
治
法
制
史
上
に
お
け
る
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
と
ブ
ス
ケ
」
（
前
掲
『
明
治
史
研
究
雑

纂
』
）
参
照
。
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（
時
）
な
お
、
日
清
戦
争
に
お
け
る
捕
獲
審
検
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
明
治
国
家
に
お
け
る
「
文
明
」
と
国
際
法
」
（
二
七
頁
以
下
）

参
照
。

（
問
）
前
掲
『
国
際
法
史
の
群
像
』
四
O
一頁。

（
初
）
大
槻
文
彦
「
箕
作
麟
祥
君
伝
』
丸
善
、
一
九
O
七
、
七
一
頁
。

（
幻
）
住
吉
良
人
「
明
治
初
期
に
お
け
る
国
際
法
意
識
」
（
『
法
律
論
叢
」
第
四
十
八
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
）
二
七
頁
。

（
忽
）
な
お
、
大
築
も
前
掲
『
恵
頓
氏
万
国
公
法
』
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
に
お
い
て
、
『
国
際
法
原
理
』
の
「
支
那
訳
本
ノ
知
キ
固
ト
原
文

ノ
三
カ
一
ニ
過
キ
ス
且
ツ
文
意
ノ
間
往
々
鮮
シ
難
キ
所
亦
砂
ナ
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
、
漢
訳
本
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

問
題
も
ま
た
、
明
治
政
府
が
国
際
法
を
理
解
す
る
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
お
）
大
築
は
「
国
際
法
原
理
」
を
翻
訳
し
た
理
由
と
し
て
、
「
余
公
法
ア
訳
ス
ル
ニ
臨
ミ
彼
此
其
良
書
ヲ
選
ハ
ン
ト
欲
シ
テ
之
ヲ
外
人
ニ

諮
ル
ニ
皆
同
氏
ノ
書
ヲ
以
テ
就
中
可
ナ
リ
ト
ス
」
（
前
掲
「
恵
頓
氏
万
国
公
法
』
）
と
述
べ
て
い
る
。

（M
）
前
掲
『
国
際
法
史
の
群
像
』
三
三
七
頁
。

（
お
）
な
お
、
こ
の
項
で
は
特
に
注
記
の
な
い
場
合
、
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
二
を
参
照
。

（
お
）
当
時
の
翻
訳
に
し
た
が
え
ば
、
パ
リ
宣
言
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
同
右
）
。

一

タ

l
ル
ス
〔
巡
洋
捕
敵
船
〕
今
後
廃
止

一
局
外
中
立
国
ノ
旗
章
ハ
軍
資
密
商
ヲ
除
ク
外
敵
国
ノ
商
品
ヲ
保
安
ス

一
局
外
中
立
国
ノ
商
品
ハ
軍
資
密
商
ヲ
除
ク
ノ
外
敵
国
ノ
旗
章
ヲ
以
テ
奪
略
ス
ヘ
カ
ラ
ス

一
封
港
ハ
至
要
ノ
時
実
勢
之
ヲ
施
行
ス
則
十
分
之
兵
力
ヲ
以
テ
敵
ノ
通
路
出
入
ヲ
禁
止
ス
ル
是
ナ
リ

な
お
、
寺
島
は
第
一
条
を
「
海
賊
ノ
義
ハ
従
前
ノ
通
リ
以
来
モ
無
タ
ル
へ
キ
事
」
と
訳
し
て
い
る
（
同
右
）
。

（
幻
）
な
お
、
台
湾
出
兵
に
お
い
て
パ
リ
宣
言
順
守
の
通
告
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
が
パ
リ
宣
言
に
加
盟
す
る
の
は
明
治
十
九
年

で
あ
る
（
外
務
省
調
査
局
編
纂
『
日
本
外
交
文
書
』
第
二

O
巻
、
国
際
連
合
研
究
会
、
一
九
四
七
、
二
一
五
頁
）
。

（
お
）
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
二
。

（
m）
同
右
。

（
却
）
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
二
。
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（
担
）
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
四
。

（
招
）
大
隈
は
七
月
二
十
七
日
、
正
院
へ
「
居
留
ノ
支
那
人
ハ
期
限
相
定
帰
清
申
付
尚
滞
在
情
願
ノ
者
ハ
差
許
不
苦
唯
地
方
官
ニ
命
シ
監
護

セ
シ
メ
内
応
陰
通
ノ
道
ヲ
厳
戒
イ
タ
シ
候
迄
ニ
テ
宜
哉
否
ノ
事
」
（
前
掲
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
第
二
巻
、
四
一
一
頁
）
と
述
べ
て
お

り
、
早
く
か
ら
居
留
清
国
人
の
取
り
扱
い
を
考
慮
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
お
）
ヒ
ル
は
草
案
提
出
の
さ
い
、
「
元
来
斯
ク
ノ
如
キ
宣
戦
ノ
告
文
ハ
無
用
ニ
属
セ
シ
モ
ノ
ニ
テ
実
ハ
右
様
ノ
告
文
等
無
之
戦
闘
ニ
至
リ

候
モ
ノ
多
分
有
之
候
即
チ
両
国
ノ
人
民
互
ニ
干
文
ヲ
交
ヘ
候
得
者
所
謂
開
戦
」
と
し
て
、
デ
ユ
ブ
ス
ケ
と
異
な
る
意
見
を
述
べ
て
い
た

（
第
八

O
冊）。

（
担
）
「
十
月
二
十
日
付
大
久
保
宛
大
隈
書
簡
」
（
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
日
本
史
研
究
室
編
『
大
久
保
利
通
関
係
文
書
』
二
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
六
、
一
七

O
頁）。

（
お
）
な
お
、
ヒ
ル
に
よ
る
草
案
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
簡
潔
な
も
の
で
あ
っ
た
。

天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
天
位
ヲ
紹
ケ
ル
第
百
二
十
五
世
タ
ル
日
本
皇
帝
朕
口
口
今
般
内
閣
諸
臣
ト
諜
議
シ
我
国
ノ
盛
名
ト
禅
益
ト

ヲ
謀
リ
左
ノ
公
布
ヲ
ナ
ス

此
所
ニ
清
国
ト
現
今
隙
ヲ
生
ス
ル
所
以
ヨ
リ
我
政
府
爾
後
諸
般
ノ
所
置
及
ヒ
清
国
ニ
於
テ
正
理
ヲ
踏
マ
サ
ル
顛
末
ヲ
述
ヘ
サ
ル
ヲ
得
ス

是
其
伸
理
ヲ
需
ム
ル
所
以
ニ
シ
テ
此
公
告
ノ
止
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
ル
所
以
也
等
ノ
次
第
ヲ
記
載
ス
ヘ
シ

今
我
カ
素
志
ノ
正
理
ニ
近
キ
ハ
之
レ
ヲ
皇
夫
ニ
質
シ
人
タ
我
カ
所
置
ノ
可
ナ
ル
ヘ
キ
ハ
明
哲
ノ
今
ヲ
シ
テ
之
レ
ヲ
判
セ
シ
ム

抑
モ
我
国
ト
清
国
ト
ノ
開
戦
ハ
朕
之
レ
ニ
依
テ
宣
告
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

明
治
七
年
何
月
何
日
於
東
京
朕
賜
ラ
国
璽
ヲ
押
シ
テ
之
レ
ヲ
与
フ

ま
た
、
ス
ミ
ス
に
よ
る
草
案
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

万
世
一
系
ノ
帝
酢
ヲ
践
タ
ル
日
本
天
皇
睦
仁
現
ニ
我
国
ト
清
国
ト
ノ
間
ニ
兵
端
ヲ
開
ク
実
ニ
慨
歎
ニ
堪
ス
ト
雛
モ
普
ク
之
ヲ
我
忠
良
ノ

臣
民
ニ
諭
シ
併
テ
之
ヲ
宇
内
ノ
人
ニ
告
ク
朕
奮
励
一
ニ
ハ
列
聖
遺
風
ノ
勇
武
ニ
依
リ
一
ニ
ハ
我
国
天
賜
ノ
財
産
ニ
頼
リ
一
ニ
ハ
古
来
我

国
曾
テ
他
国
ノ
征
服
ヲ
受
サ
ル
ノ
故
ニ
因
リ
此
一
戦
ニ
於
テ
モ
誓
ラ
赫
輝
タ
ル
旭
日
ノ
旗
章
汚
サ
、
ル
ノ
念
力
ヲ
以
テ
快
ク
雌
雄
ヲ
決

セ
ン
ト
ス
蓋
シ
我
人
民
ノ
能
ク
国
家
ニ
忠
ヲ
尽
シ
力
ヲ
掲
ス
ハ
朕
国
ヨ
リ
深
ク
信
ス
ル
所
ニ
シ
テ
国
家
危
急
ノ
秋
ニ
当
リ
快
ク
欲
ス
ル

ヲ
知
ル
抑
今
般
交
戦
ニ
至
リ
シ
由
縁
ハ
実
ニ
此
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
テ
（
其
情
実
ヲ
記
ス
）
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朕
厳
ニ
我
衆
民
ニ
令
ス
我
人
民
ハ
素
ノ
仮
令
一
時
我
朝
ニ
臣
事
ス
ル
者
ト
難
モ
再
ニ
平
和
ノ
期
ニ
至
ル
迄
ハ
清
国
ノ
諸
地
方
及
ヒ
其
住

民
ト
経
営
ス
ル
所
ノ
商
事
ハ
一
切
之
ヲ
断
ツ
ヘ
シ
万
一
此
類
不
正
ノ
商
業
ヲ
倣
ス
者
ア
ル
時
ハ
其
輸
出
輸
入
ノ
物
品
ハ
仮
令
中
立
国
ノ

船
舶
ニ
載
ス
ル
者
ト
難
モ
之
ヲ
没
収
シ
本
人
ハ
我
裁
判
所
ニ
任
シ
テ
行
ハ
シ
ム
ル
所
ノ
律
ニ
依
テ
之
ヲ
罰
ス
ヘ
シ

朕
極
テ
兵
害
ノ
少
ナ
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
故
ニ
我
国
内
ノ
居
留
ス
ル
清
国
人
民
此
諭
告
ノ
旨
意
ヲ
遵
奉
シ
且
我
国
ニ
居
留
セ
サ
ル
他
ノ

清
国
人
民
ト
言
詞
文
書
ノ
往
復
ヲ
断
ツ
ニ
於
テ
ハ
其
身
命
及
ヒ
資
産
ニ
妨
害
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
シ
是
レ
朕
カ
本
意
ナ
リ
若
シ
又
清
国
人

民
我
国
ヲ
去
ラ
ン
ト
欲
セ
ハ
預
メ
適
宜
ノ
法
ヲ
設
ケ
テ
此
特
典
ノ
干
犯
ヲ
防
キ
以
テ
其
情
願
ヲ
許
シ
且
其
者
等
ノ
事
務
整
頓
ノ
為
此
日

附
ヨ
リ
幾
月
ニ
超
サ
ル
相
当
ノ
時
日
ヲ
与
フ
ヘ
シ

（
お
）
な
お
、
ヂ
ョ
ン
ス
は
大
隈
に
「
此
儀
真
ニ
然
ル
ヘ
シ
」
と
答
え
な
が
ら
も
、
「
戦
利
法
院
ヲ
設
立
ス
ル
ハ
其
費
若
干
而
シ
テ
其
裁
判

ヨ
リ
生
ス
ル
処
ノ
責
独
日
本
政
府
ニ
帰
ス
」
と
し
て
「
不
知
是
ヲ
領
事
ノ
裁
断
ニ
任
セ
代
人
ヲ
審
断
ノ
席
ニ
送
リ
テ
成
ル
ヘ
ク
正
論
ニ
帰

セ
シ
メ
ハ
政
府
ノ
担
任
軽
ク
シ
テ
事
行
フ
ニ
易
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
幻
）
当
時
の
司
法
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
菊
山
正
明
『
明
治
国
家
の
形
成
と
司
法
制
度
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
一
二
、
一
九
一
頁

以
下
）
参
照
。

（
お
）
例
え
ば
、
日
清
戦
争
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
勅
令
に
よ
っ
て
、
開
戦
後
の
八
月
二
十
日
に
捕
獲
審
検
令
が
達
せ
ら
れ
、
九
月
二
日
に

捕
獲
審
検
所
お
よ
び
高
等
捕
獲
審
検
所
が
設
置
、
終
戦
後
の
九
月
二
十
六
日
に
共
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
（
「
御
署
名
原
本
（
明
治
二
十
七

年
・
二
十
八
年
）
」
国
立
公
文
書
館
蔵
）
。

（
ぬ
）
な
お
、
ヒ
ル
は
「
上
等
裁
判
所
」
を
、
七
月
に
工
部
省
で
お
こ
な
わ
れ
た
会
議
の
決
議
に
基
づ
き
設
置
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
七

月
二
十
四
日
付
『
郵
便
報
知
新
聞
』
（
「
府
下
雑
報
」
欄
）
に
よ
れ
ば
、
「
工
部
省
内
に
於
て
毎
月
十
六
の
日
法
律
件
に
付
内
会
議
」
が
聞

か
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
工
部
卿
伊
藤
博
文
、
権
大
判
事
玉
乃
世
履
、
外
務
少
輔
上
野
景
範
、
外
務
大
丞
塩
田
三
郎
、
外
務
省
御
雇
ス
ミ

ス
、
工
部
省
御
雇
デ
ピ
ソ
ン
、
税
官
御
一
展
ラ
ヲ
ダ
、
司
法
省
御
雇
ブ
ス
ケ
、
司
法
省
御
雇
ヒ
ル
の
九
名
で
あ
る
。
「
戦
利
法
院
覚
書
」
の

附
録
に
決
議
の
一
部
が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
東
京
ニ
終
審
裁
判
所
一
箇
ヲ
設
ケ
全
国
ノ
控
訴
裁
判
ノ
権
ヲ
掌
握
セ
シ

ム
可
シ
但
シ
其
裁
判
所
ハ
裁
判
官
五
名
ニ
シ
テ
其
中
二
名
ハ
日
本
人
三
名
ハ
外
国
人
タ
ル
可
キ
事
」
（
第
五
一
冊
）
な
ど
が
決
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。

（
却
）
前
掲
「
司
法
省
御
雇
外
人
ヒ
ル
と
そ
の
建
白
書
」
二
三
三
頁
。
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（
担
）
ヒ
ル
は
明
治
十
四
年
三
月
ま
で
司
法
省
に
出
仕
す
る
が
、
仏
国
人
の
勢
力
が
強
い
司
法
省
に
お
い
て
は
、
契
約
更
改
の
度
に
給
料
が

下
が
る
な
ど
、
影
響
力
は
低
下
し
て
い
っ
た
と
い
う
（
前
掲
「
司
法
省
御
一
展
外
人
ヒ
ル
と
そ
の
建
白
書
」
二
三
三
頁
）
。

（
必
）
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
三
。

（
必
）
司
法
省
の
強
い
求
め
に
よ
り
明
治
政
府
で
は
七
月
二
十
五
日
、
控
訴
裁
判
所
の
設
置
を
決
め
た
が
、
経
費
削
減
の
必
要
か
ら
中
止
さ

れ
て
い
た
（
前
掲
『
明
治
国
家
の
形
成
と
司
法
制
度
』
一
二
七
頁
）
。

（
叫
）
前
掲
「
処
蕃
書
類
」
公
法
類
纂
三
。

（
必
）
同
右
。

（
必
）
同
右
。

（
幻
）
同
右
。

（
必
）
な
お
、
「
海
軍
裁
判
所
取
設
ケ
ノ
法
律
案
文
」
に
は
、
「
右
裁
判
所
ニ
ハ
裁
判
役
二
員
ヲ
置
キ
其
在
職
期
ハ
六
ヶ
年
ニ
シ
テ
其
俸
給
ハ

一
名
毎
ニ
一
ヶ
年
一
万
八
千
円
タ
ル
ヘ
キ
事
」
な
ど
と
あ
り
、
同
法
律
案
文
が
海
上
裁
判
所
設
置
の
参
考
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
的
）
台
湾
蕃
地
事
務
局
で
は
台
湾
出
兵
の
終
了
後
、
ヒ
ル
に
褒
賞
金
の
下
賜
を
検
討
す
る
が
、
ヒ
ル
の
「
宿
願
」
は
明
治
天
皇
に
「
謁
見

之
上
御
写
真
拝
領
」
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
は
明
治
八
年
四
月
八
日
、
明
治
天
皇
に
謁
見
し
勅
語
を
受
け
て
い
る
（
第
一

O
六
冊
）
。
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